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容を遂げつつ現在に至っていることがわかる。2008年度は、DESCO（Centro de Estudios 
y Promoción del Desarrollo、開発研究推進センター）やCONACS（Consejo Nacional de 
Camélidos Sudamericanos、南米ラクダ科動物国立審議会）、プーノ県庁資料センター
（Centro de Documentación Gobierno Regional de Puno）、プーノ市立図書館（Biblioteca 






























クィート地方（la Provincia de Chucuito、スペイン植民地時代の名称）である。先インカ期、
古くはティワナク（ティアワナコ）文化圏（El mundo de la Cultura Tiahuanaco）に所属して
いたが、インカ帝国の時代になると「4つの地方」のうち南部のコヤスーユ（El Collasuyu）
に組み込まれた   
（2）
。先インカ期には「ルパカ王国（el reino Lupaca）」と呼ばれていたアイ




（2）　Departamento de Creación Editorial de Lexus Editores, Gran Enciclopedia del Perú （Barcelona: Lexus 
Editores, 998）, pp.936-937. 
（3）　ルパカは、コヤス、パカヘス、オマスーユとともに古くから独立したアイマラ人による王国を築いてき
た。拙著『トゥパック・アマルの反乱に関する研究 -- その社会経済史的背景の考察 --』（神戸商科大学研究叢
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た。人口で示すならば 0 万人か 5 万人であった」とジョン・ムーラは述べている。John V. Murra, El 
mundo andino, población, medio ambiente y economía（Lima:Pontificia Universidad Católica del Perú, Fondo 
Editorial/IEP, 2002）,p.95./ 一方、キャサリン・ジュリアンはインカ時代末期（520~25 年）のルパカの人口 2
万 280 人の民族別内訳を、アイマラ人が  万 5778 人、ウル人が 429 人、その他が 373 人（サマの 200 人を
含む）とし、半族（parcialidad）別ではアナンサヤが  万 24 人、ウリンサヤが 9866 人とする。Catherine 
J. Julien, "Inca Decimal Administration in the Lake Titicaca Region." George A. Collier, Renato I. Rosaldo, 
and John D. Wirth （edited）, The Inca and Aztec States 400-800, Anthropology and History（New York, 
London etc.:Academic Press, 982）,p.27. 
（5）　Garci Diez de San Miguel, Visita hecha a la Provincia de Chucuito en el año de 567（Lima: Casa de 
la Cultura del Perú, 964）./Kristina Angelis-Harmening, Intercambio y verticalidad en el siglo XVI en los 




行されたガルシ・ディエス・デ・サン・ミゲルの「巡察文書」（la Visita de Garci Diez de San Miguel）の中
においてとくにくり広げられてきたものである。かれはペルー植民地統治者（gobernador）ロペ・ガルシア・デ・




り、たくさんの報告書の記すところである」。John V. Murra, El mundo andino ...,p.94. 
（6）　詳しくは、María Rostworowski, Estructuras andinas del poder ideología religiosa y política（Lima:IEP
（Obras Completas VII; Historia Andina, 35）, 2007）,pp.6-8 参照。
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　次にこの地域の経済についてみてみよう。この地域の主要財源はリャマやアルパカなど
南米ラクダ科動物家畜（los camélidos sudamericanos domésticos）であった。高地という
生態学的環境から農作物の栽培には大きな制約が加えられ、農業がジャガイモなどの塊茎























れる   
（0）
。これらの産物はアルティプラノへリャマの隊商によって輸送された。また高地の
（7）　キノア（quinoa）ともいう。Antonio Brack Egg, Fernando Bravo Tecsi, Perú legendo milenario  （Lima: 
Universidad de San Martín de Porres, Escuela Profesional de Turismo y Hoterería, 2005）, p.27. 参照。 
（8）　大貫良夫「南部ペルーのアンデス西斜面における環境利用」国立民族学博物館研究報告 5 巻  号（980
年 3 月）45 頁、49-50 頁、66 頁、68 頁、72 頁参照。 
（9）　拙著、28-38 頁。 
（0）　John V. Murra, El mundo andino ..., p.95./559 年以降サマはチュクィート地方に課せられた貢納  万
8000 ペソのうち 40 ペソを負担していた。遠大な距離を越えてサマは、チュクィート地方に課せられた税
金の一部を負担していたのである。モケグアはブドウ酒の一大産地としても知られる。シエラのクスコをは
じめとする主要都市にブドウ酒を供給していた。8 世紀以降はブドウ酒の蒸留酒であるブランデーをもシ
エラに供給し始めた。詳しくは、拙著、23,29-30,02,3,6-22 頁。8 世紀から 9 世紀にかけてモケグア
産ブランデー（aguardiente de uva）のシエラ市場への供給に関しては、以下の論文が示唆に富む。Alicia 
Polvarini de Reyes, "Mercado interno y región Moquegua y las rutas del aguardiente de uva en los siglos 
XVIII y XIX." en Margarita Guerra Martiniere, Cristina Mazzeo de Vivó, Denisse Rouillon Almeida（editores）
, Historias compartidas, economía, sociedad y poder, siglo XVI-XX actas del primer encuentro de historia 
Perú-Argentina（Lima: Pontificia Universidad Católica del Perú, Instituto Riva-Agüero, 2007）, pp.455-49./
増田昭三「ペルー南部における海岸と高地の交流」国立民族学博物館研究報告 5 巻  号（980 年 3 月）0 頁。
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人々は東コルディレラ山脈の東斜面においてもまた同様に入植地を維持・運営・管理して
いた。代表的な入植地としては現ボリビア領のラレカハ、カピノタ、チカヌマなどのユン






















最大限垂直統御（el control vertical de un máximo de pisos ecológicos en la economía de 
las sociedades andinas）」という。米国の人類学者ジョン・ムーラ（John V. Murra）がシ
カゴ大学に提出した学位論文「インカ国家の経済機構」（956年）の中で唱え、知られるこ
とになったものである。物資の生産や補完関係をアンデスにおける海抜高度の次元から生
態学的に説明したものであり、アンデス地域研究に大きな進歩をもたらした   
（3）
。この学説
/ 大貫、前掲論文、76-77 頁参照。 
（）　John V. Murra, El mundo andino ...,p.98. / 拙著、23 頁。 
（2）　オカについては、Antonio Brack Egg, Fernando Bravo Tecsi, op.cit. , p.25. 参照。 
（3）　John V. Murra, The Economic Organization of the Inca State（Greenwich: JAI Press, 980）./John 
V. Murra, "El control vertical de un máximo de pisos ecológicos en la economía de las sociedades andinas." 
en tomo II de Visita de la Provincia de León de Huánuco en 562  por Iñigo Ortiz de Zúñiga （Huánuco: 
Universidad Nacional Hermilio Valdizan, 972）. 垂直統御をめぐる論考の冒頭においてジョン・ムーラは、
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その多くがアルティプラノへと運ばれていたのである   
（6）
。
んと鮮明になった。イニーゴ・オルティスの巡察（la visita de Iñigo Ortiz）を基礎にワヌコにおいてわれわ
れが行おうとした地方の研究は、アンデス文明の発展における生態学的要因の力を確証したが、このことは
すでにフーリオ・テーヨの業績（Julio C. Tello, 930,942）やカール・トロール（Carl Troll, 93）によって
強調されていたところのものである。アンデスの人々が千年間を通じてそのさまざまの自然環境について身
につけた知覚や知識は、経済のただ一つのマクロシステムに信じられないほどの多様性の組み合わせを可能




モデルを機械的に適用するにあったっては、別にこれといった理由などない」と。John V. Murra, El mundo 
andino ..., pp.85-87,p.00. 参照。 
（4）　Ibid ., p.7,pp.73-74. 
（5）　Ibid .,p.44. 
（6）　John V. Murra（edición a cargo de）, Visita de los valles de Sonqo en los yunka de coca de La Paz
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［568-570］（Madrid: Sociedad Estatal Quinto Centenario, Instituto de Estudios Fiscales, Instituto de 
Cooperación Iberoamericana, 99）./ Angelis-Harmening, op.cit .,p.45.「ミティマエス」なる用語は、ケチュ
























822年4月26日付けの「選出規則」（el Reglamento de Elecciones）による。県都はプーノ
市である。プーノ市は668年月4日、スペイン国王カルロス2世の統治時代（Carlos II, 
在位665~700）〔ペルー副王ペドロ・フェルナンデス・デ・カストロ、レモス伯（Pedro 
Fernández de Castro, Conde de Lemos、在位667~672）   
（8）
の時代〕にサン・カルロス・デ・
























（9）　José Luis Ayala, El lago de los brujos（Lima: Editorial San Marcos, 2007）,p.7. 
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郡である。Aldo Ponfichi y Juan Luis Dammert B., "Capítulo 3: Participación, convertación y confrontación 
en Puno. la mesa de concertación para la lucha contra la pobleza." en Aldo Ponfichi editor, Participación 
ciudadana en el Perú: disputas, confluencias y tensiones（Lima: Fondo Editorial, PUCP, 2007）, p.02. 
（22）　El diario La República, Gran Atlas del Perú　（Lima:　Ediciones PEISA S.A.C., 2005）, p.294. 
（23）　インカ皇帝ワイナ・カパックの死（524 年末）もスペイン人がもたらした病原菌（パナマ方面から伝
染してきた）に起因するといわれている（la primera epidemia andina y la muerte de Huayna Cápac）（第
3 回目の探検によってフランシスコ・ピサロの一行がペルーにやって来る以前の出来事）。クックによる指摘
がある。David Cook,"El impacto de las enfermedades en el mundo andino del giglo XVI."en Histórica ,Vol.
XXIII,No.2（Lima: diciembre 999）,pp.345-35. 
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の実施、貢納、エンコメンデーロや地主などへの人的奉仕、ポトシ銀山におけるミタ（mita、
































（24）　El diario La República, Gran Atlas del Perú .,  p.295. 
（25）　Norman Meiklejohn, La iglesia y los lupacas durante la colonia（Cusco: Centro de Estudios Rurales 
Andinos "Bartolomé de las Casas", 988）, pp.9-246. 
（26）　そのいっぽうで金鉱山や銀鉱山は新たな村落を出現させ、原住民の移動を促した。 El diario La 
República, Gran Atlas del Perú ., p.296. 
（27）　Ibid .,  p.297. 
（28）　889 年、ペルーはイギリスとグレース条約（Contrato Grace）を締結。翌年に設立されたイギリス系
ペルー会社は、ペルー南部のモジェンドからアレキパ（872 年）、プーノ（876 年）、クスコ（907 年）を
結ぶ鉄道を敷設した。〔（　）内の年表示は鉄道路線が敷かれた年を示す〕。フリアカは道路と鉄道の両面で
クスコとプーノへの分岐点になった。またこれと平行してリマ市とパスコ県、フニン県を結ぶ鉄道路線も
拓かれた。こうした鉄道敷設の詳細をめぐっては、Elio Galessio Castaneda, Ferrocarriles del Perú（Lima: 












第 1 表　プーノ県の人口統計（1972 年、1981 年、1993 年、2004 年）
郡名（3 郡）
人口統計（単位 : 人） 人口分布割合（単位 :%） 年間増加率（単位 :%）
972 年 98 年 993 年 2004 年 98 年 993 年 2004 年 9/8 年 8/93 年 03/04 年
プーノ 55738 8366 205 22607 9.9 8.6 7.4 .7 .0 .0 
アサンガロ 454 8620 42070 62788 3.0 2.9 2.6 0.4 .5 . 
カラバヤ 3376 33839 47942 6330 3.7 4.3 4.7 0.8 2.9 .7 
チュクィート 78507 85453 94068 04854 9.4 8.5 8. 0.9 0.8 .2 
エル・コヤオ 53987 64752 78745 9452 7. 7. 7.3 2.0 .6 .5 
ワンカネ 86457 82295 82293 93567 9.0 7.5 7.2 -0.5 0.0 . 
ランパ 38442 39859 4457 50387 4.4 4.0 3.9 0.4 0.9 .2 
メルガル 5499 62952 74039 8738 6.9 6.7 6.7 .5 .4 .5 




6599 96 28844 3808 2. 2.6 2.9 .6 3.5 .7 
サン・ラモン 68928 0536 7202 224492 .6 5.6 7.3 4.8 4.2 .6 
サンディア 4333 4538 50895 5773 5.0 4.6 4.5 0.5 .0 . 
ユングーヨ 43228 43420 49345 56479 4.8 4.5 4.4 0.0 . .3 
合計 8372 90377 03689 29703 00.0 00.0 00.0 .3 .6 .3 
出所：El diario La Republica, Gran Atlas del Perú  （Lima: Ediciones PEISA S.A.C.,2005）,p.295.






（29）　940 年、96 年、972 年、98 年、993 年、2005 年のペルー全国ならびに 25 県の人口統計がある。
2005 年のペルーの全人口は 265 万 2265 人であり、このうちプーノ県の全人口は 24 万 5478 人であった。
詳しくは以下参照。Carlos Contreras/Marcos Cueto, Historia del Perú contemporáneo desde la luchas por 
la Independencia hasta el presente（Lima: IEP,Fondo Editorial Pontificia Universidad Catórica del Perú  y 
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ンデスのラクダとユニークな家畜」〔細谷広美編著『ペルーを知るための 62 章』（明石書店、2004 年）〕
206-20 頁。南米ラクダ科動物４種類のうちアルパカ（alpacas）とリャマ（llamas）は家畜（doméstico）
（両者は紀元前 500 年から紀元前 000 年にかけて家畜化されたといわれる）、ビクーニャ（vicuñas）とグ
アナコ（guanacos）は野生（silvestre）である。詳細は稲村、前掲書、79-82 頁。また 2008 年 2 月に筆者
は、DESCO（開発研究推進センター Centro de Estudios y Promoción del Desarrollo）の、南米ラクダ科動




は好評である。Hugo Carrillo Cavero（Edición General）, Alpacas: el gran sabor andino（Lima: DESCO, 
2004,2005）./Carlos Renieri, Eduardo Frank, Óscar Toro（coordinadores）, Camélidos sudamericanos 
domésticos investigaciones recientes（Lima: DESCO=Centro de Estudios y Promoción del Desarrollo, 2006）










かり、45 分から  時間くらいを要するという（首都大学東京の大山修一准教授や稲村教授の助言による）。 
（32）　Departamento de Creación Editorial de Lexus Editores, Gran Enciclopedia del Perú ., p.949./994 年 の
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らに限られる。上に示した牧草地面積全体（256万5000ヘクタールもしくは289万742ヘク











アルファルファ 99.4 5476.8 .82
コーヒー 6. 59.9 3.78
カニワ 3.6 3.8 93.78
オオムギ 9.7 77.4 .2
タマネギ 7. 45.4 .72
乾燥ソラマメ 5.9 45. 3.09
生乾きのソラマメ 52.9 65.8 4.47
トウモロコシ 3.7 254.7 .45
ミカン 2.2 29.5 .66
マシュア 4.6 35.5 3.05
オレンジ 24.9 278.5 8.94
オカ 29.8 9.6 24.89
オルコ 6.4 43.9 4.43
ジャガイモ 30.5 2680. .59
パイナップル 4.2 49.3 2.82
キヌア 5.5 22.3 69.29
タルイ .4 9.9 3.93
出所：El diario La República,op.cit .,p.294.
キヌア（69.3％）、オカ（カタバミの一種）（24.9％）、タルイ（tarhui）（3.9％）、ソラマメ




（33）　El diario La República, Gran Atlas del Perú ., p.293. 
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ビ ク ー ニ ャ を 含
む）頭数
ペルー全体に占め




ウシ 587260 4977504 .80 
ヒツジ 386080 4259053 27.08 
ブタ 92330 2779550 3.32 
ヤギ 469 2004374 0.02 
リャマ 435000 24979 34.82 
アルパカ 988000 3596753 55.27 
ビクーニャ 28733 8950 5.38 
ニワトリ 484000 84743000 .75 
合計 8237793 3057940 7.29 
出所 : ラクダ科動物の頭数は CONACS（南米ラクダ科動物国立審議会）　（2008 年 2 月
に入手）が作成した統計（本稿最後の付録にすべてを掲載）に基づき、その他は、
El diario La República , op .cit ., p.294.
る。2006年の統計によると、同県のアルパカの頭数は98万8000頭である。ペルー全体の
（35）　Departamento de Creación Editorial de Lexus Editores, op.cit .,p.294. 
（36）　Ibid .,  p.29. 
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アルパカ頭数は359万6753頭であったから、プーノ県のアルパカがペルー全体のアルパカ












ン・アントニオ・デ・エスキラッチェ鉱山（las minas de San Antonio de Esquilache）、ラ
イカコタ鉱山（la mina Laicacota）、カラバヤ金鉱山（la mina de oro de Carabaya）などが
とくに有名であった。プーノ地域は鉱業の拠点のひとつであった。しかしこれらの鉱山は
















の 95％を超える。アルパカはペルー南部地域に集中的に分布していることがわかる。 Daniel Torres, "Entre 
el pasado y la innovación, la fibra de alpaca en el sur peruano." en Atilio Arata y otros, Perú hoy, mercados 
globales y （des）articulaciones internas（Lima: DESCO, 2007）, p.304. 
（38）　El diario La República, Gran Atlas del Perú .,  p.294. 
（39）　 詳 し く は、Edwin Loaiza Choque, "La realidad y perspectivas de la minería en Puno." en Puno 
Cultura y Desarrollo  （Publicación Periodica de la Asociación Cultural Brisas del Titicaca）, No.3（Primer 
Trimestre-2006）（Lima, Perú: marzo de 2006）,pp.27-28./Luis Miguel Glave, De rosa y espinas economía, 
sociedad y mentalidades andinas, siglo XVII（Lima: IEP, Banco Central de Reserva del Perú Fondo 
Editorial, 998）,pp.303-320. 参照。 




人文論集　第 44 巻　第 ・2 号
228人から503人に上昇したとの報告がある。プーノ県の経済にとって観光産業は将来有望
といえよう   
（4）
。



















パック・カタリ軍（cataristas）が到来して一大戦場と化した経緯がある   
（42）
。
（4）　Ibid ., p.294. 
（42）　拙著、92 頁、205 頁、235-238 頁、294-295 頁。/ 拙稿「8 世紀アルトペルーにおけるトゥパック・カ
タリの反乱の展開序論 - トゥパック・アマルの反乱と比較して -」『人文論集』第 36 巻，第  号，神戸商科大








の研究書としては、Augusto Ramos Zambrano, Puno en la rebelión de Túpac Amaru（Puno:Universidad 
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ぞれ82、536と考察した   
（46）
。大地主の主たる関心は羊毛やアルパカの毛の生産・輸出で
Nacional Tecnica del Altiplano, 985）./Augusto Ramos Zambrano, La gesta de Pedro Vilca Apaza（Puno: 
"Los Andes",97）./Lizandro Luna, El puma indomable la sublevación indígena de 780 en Azángaro（Puno: 
"Samuel Frisancho Pineda", 982）. があげられる。 
（43）　Elio Galessio Castaneda, op.cit. ,pp.97-99. 
（44）　Carlos A. Lopes Ahedo, Apuntes para una historia de la lucha por la tierra en Puno durante el siglo 




（45）　Benjamin S. Orlove, Alpacas, Sheep, and Men the Wool Export Economy and Regional Society in 
Southern Peru（New York, San Francisco, London:Academic Press, 977）, pp.46-47. 








圧・搾取、共同体の土地侵害などが主な原因であった   
（47）
。国家─政府による政策、例えば























altiplano peruano（Lima: IFEA（Instituto Francés de Estudios Andinos）,IEP, 2004）, p.40. 
（47）　Aldo Ponfichi y Juan Luis Dammert B.,op.cit ., pp.03-05. ポンフィッチらはプーノ地域においてカトリ
ック教会が果たした影響についても述べている。 
（48）　Carlos A. Lopes Ahedo, op.cit .,pp.3-20./20 世紀初頭チュクィート郡における農民運動に関しては、
Augusto Ramos Zambrano, Aimararas rebeldes（Arequipa: Instituto de Estudios Pukara, 2007）, pp.5-8.
に詳しく書かれている。 
（49）　Carlos A. Lopes Ahedo, op.cit.,  pp.2-23./Carlos Contreras, Jorge Bracamonte, Rumi Maqui en la 
sierra central documentos inéditos de 907（documento de trabajo No.25）（Lima: IEP, 988）./José Luis 
Velásquez Garambel, Movimientos sociales y la escuela en el Altiplano（860-930）（Puno: Talleres de la 
Universidad de Publicaciones-OURA-UNA, 2007）, pp.99-204. ルミ・マキの反乱は、95 年に少佐テオドミロ・
グティエレス・クエバス（Mayor Teodomiro Gutiérrez　Cuevas）によって指揮された。「ルミ・マキ」とは
ケチュア語で「石の手（mano de piedra）」の意味。 
（50）　小倉英敬、前掲論文。小倉は、プーノ県におけるラティフンディオの数が、876~99 年の間に 703 か
ら 3699 へと大幅に増えたこと、またシエラ南部における主要な蜂起の発生件数を、885~900 年には 9 件、
90~20 年には 49 件、922~30 年には 382 件と述べている。 
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Agraria）   
（52）












Rurales de Propiedad Social=CAPS）、農業公益組合（Sociedades Agrícolas de Interés 
（5）　詳しくは、Carlos A. Lopes Ahedo, op.cit ., pp.26-3. 参照。 
（52）　ペルーの農地改革については、石井章「ペルーの農民運動と農地改革」『アジア経済』Vol.20, No.9（ア
ジア経済研究所、979 年 9 月）2-2 頁。/ 石井章「ペルーの農地改革と農業共同経営」斉藤仁編『アジア土
地政策論序説』（アジア経済研究所、976 年）5-53 頁。/ 石井章『ラテンアメリカ農地改革論』（学術出版
会、2008 年）209-283 頁に詳しい。 
（53）　この日をもって「インディオ（indio）」という言葉は「農民（campesino）」に置き換えられ、6 月 24 日は「農




（54）　大串和雄『軍と革命　ペルー軍事政権の研究』（東京大学出版会、993 年）50-5 頁。/ Carlos 
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Social=SAIS）などの連合企業、農民共同体のいずれかの形で行われることになっていた
（法律776号第77条）   
（55）
。農地の大半は社会所有の協同組合（Cooperativa）の管理下におか





第 4 表　1960 年のプーノ県における農耕・牧畜用地利用構成
規模（ヘクタール） 単位の数 割合（%） 面積（ヘクタール） 面積（%）
 ヘクタール未満 49627 45.3 207.4 0.7 
 〜 5 ヘクタール 4248 37.6 937.6 3. 
5 〜 500 ヘクタール 7842 6.3 57369.3 9.4 
小計 0877 99.2 685234.3 23.2 
500 ヘクタール以上 886 0.8 226553.3 76.8 
合　計 09603 00.0 2950765.6 00.0 
出所 : Carlos A.Lopes Ahedo, Apuntes para una historia　de la lucha por la tierra en Puno durante el 
siglo XX（Lima：Instituto de Apoyo Agrario,988）,p.34.
第 5 表　1981 年のプーノにおける農地改革
形　態 ヘクタール 割合（%） 家　族
企　業 766280.99 90 079
共同体 4992.23 2.5 27
個人農 50744.9 7.5 559
合　計 96627.5 00.0 23009
出所 : Carlos A. Lopes Ahedo, op.cit.,  35.
年）を比較すると概要がつかめる。500ヘクタール以上の土地を所有する少数の大地主







る23のSAIS、4のCAPS、5のERPS（Empresas Rurales de Propiedad Social,社会的所有地
（55）　大串和雄、前掲書、52 頁。/ シエラでは農業公益組合（SAIS）への割当てが支配的であったという。 
（56）　遅野井茂雄「ペルー革命」〔細谷広美編著『ペルーを知るための 62 章』（明石書店、2004 年）〕59-63 頁参照。 
（57）　こうした少数者による大規模な土地所有の実態は全国的にも共通したことがらであった。96 年の全
国における土地所有構成については、以下に詳しい。Ibid ., p.323. 
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（25）25人文論集　第 44 巻　第 ・2 号

























48.4 29.2 230.9 4.7












（dirigentes）らである。彼らは「封臣の労働（el trabajo de los feudatarios）」によって金持
ちになった。企業に出現した経営者や権力集団は企業の経営・管理に直接あたったが、経営・
（58）　詳しくは、Ethel del Poza-Vergnes, op.cit . , p.30, p.48. 参照。 
（59）　Carlos A. Lopes Ahedo,  op.cit .,pp.35-36. 
























権が創設していた生産者の組織である全国農業連合（la Confederación Nacional Agraria, 
CNA）は,　新政権によって活性化されることがなかった。その指導者達は責め立てられた。
978年以降、コスタ（ピウラ県）の協同組合連合やクスコ県・フニン県などシエラの農民共









（6）　Ibid ., pp.36-38. 農地改革によって生み出された連合企業の危機と失敗は、土地をめぐる共同体の圧迫と
相まって、ベラウンデ第二政権期において企業の再構成（改組）（Reestructuración de dichas Empresas）問
題を引き起こした。 
（62）　Ethel del Poza-Vergnes, op.cit ., p.3. 
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（63）　Ibid ., pp.3-32. 
（64）　インフレ率を全国的に見ると、986 年には 62.9％であったものが、988 年には 722.3％に、989 年に
は 2775.3％に、990 年にはピークに達し 7649.7％になった。フジモリ政権が誕生した後の 99 年には 39.2
％に下がった。Carlos Contreras/Marcos Cueto, op.cit ., p.369. 
（65）　Ethel del Poza-Vergnes, op.cit ., p.32. 
（66）　遅野井茂雄、前掲記事、75 頁、77 頁。 
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第 7 表　1994 年のプーノ県における土地所有の新たな形態
構成形態 単位数 ヘクタール数 割合（%）
農民共同体 274 835527.70 4.8 
私的団体や連合企業 300437.03 6.8 
個人農 2248940.4 5.4 
合　計 8205 4384904.87 00.0 
出 所 : Ethel del Poza-Vergnes, De ｌa hacienda a la mundialización:sociedad,pastores y 












































cit ., p.33.  





門はペルーからの総輸出額の .35％を占める。200 年の輸出合計額は 7500 万米ドルであった。ペルーにお
けるアルパカ産品の製造部門は全製造業部門における経済活動人口の 2％（約 2 万 2000 人）を吸収する。そ
のセクターのうちの 96％は雇用者数 40 人未満の小企業である。3％は中くらいの企業（雇用者数は 4 人か
ら 200 人）であり、残り  パーセントが大企業である。Ibid ., pp.34-36./　Aníbal Borda, Gissela Ottone, e 
Isabel Quicaño, "No solo de fibra viven los alpaqueros." en Atilio Arata y otros, Perú hoy, mercados globales 
y （des）articulaciones internas（Lima: DESCO, 2007）, p.334./Marianne Peters, "El paqueno productor y el 
mercado." en Scurrah, Martin（Editor）, Empresas asociativas y comunidades campesinas. Puno después de 































引き渡される   
（72）





（70）　Daniel Torres, op.cit ., p.38. 
（7）　前払い金（adelantos）の支払いによる農民の拘束といった事態も起きてきた。Ibid ., p.32. 
（72）　プーノの繊維会社「ヌエバ・アルテ（Nueva Arte）」の支配人カルロス・アバント・ロペス氏によると、




使関係には関与しないし社会的費用も引き受けない。Ibid .,p.3, p.37. 
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 〜 99 34
200 〜 399 52
400 〜 599 
600 以上 3
出所 : Daniel Torres,"Entre el pasado y la innovación, la fibra de alpaca en el 
sur peruano."en Atilio Arata y otros , Perú hoy, mercados globales y 
（des）articulaciones internas（Lima:DESCO,2007）,p.32. 
　ランパ郡の場合、アルパカ飼育に専念する１家族の平均人数は6人である。人当り月額




くはない   
（76）
。






製品の生産を目的に近年フリアカ市に設立されてきている中小企業   
（78）
において低賃金なが


















































ルパカ毛の商業的価値は白い毛よりも低くなる。アルパカ白毛  リブラ〔libra（重量の単位で  ポンドに相





































（83）　詳細は、Ibid .,p.35. 参照。 
（84）　990 年代の 0 年間にプーノ県では生産者の収入を増やす目的で、アルパカの毛の商業化を推進する
ための試みが成された。仲買人を除外したかたちで毛の集積の組織化を行おうというものだ。それがアル
パカ計画（Proyecto Alpacas PAL）や特別計画作戦行動部隊（Unidad Operativa de Proyectos Especiales）
などの試みである。2006 年 2 月には関連の法律も公布されている。しかし問題解決には至っていない。
Ibid .,p.35, p.37, pp.39-320. 
（85）　この点については、Carlos Renieri, Eduardo Frank, Óscar Toro（coordinadores）, op.cit ., pp.45-289./
Daniel Torres Zuñiga, Mejora genética de los camélidos domésticos, prácticas de campo Arequipa（Arequipa: 
DESCO, Programa Regional Arequipa, 2004）./Raúl Mariano Yaranga Cano, Alfonso Atanacio Carbalar, 
Enrique León Oscanoa, Manual de buenas prácticas ganaderas en la crianza de alpacas región Junín



























ンパ郡における家畜構成を知るうえで第9表は参考になる   
（88）
。












多い。 Daniel Torres, op.cit ., p.36. 
（87）　Ibid .,p.309. 
（88）　Ibid ., p.309./ ウシの飼育が盛んになったわけは、990 年代末以降ヒツジ以上に収益性が高まった点に
ある。ヒツジの飼育はこの 20 年間において重要性が増したけれども、羊毛の値段はたえず低下傾向にある。
Ethel del Poza-Vergnes, op.cit ., pp.254-255. 
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いることがわかる。ヒツジは農民飼育者の「小さな金庫」の類を形成する。ヒツジの肉や
































（89）　Daniel Torres, op.cit ., p.3. 
（90）　Ibid .,p.323,p.325. 
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付　録
1　2001 ～ 2006 年、ペルー 18 県のアルパカ頭数
DEPARTAMENTO 200 2002 2003 2004 2005 2006
Ancash 2.68 2.88 2.2 2.203 2.42 .85
Apurímac 27.757 42.897 49.727 54.30 50.260 86.750
Arequipa 285.633 273.600 356.650 343.520 346.625 357.46
Ayacucho 4.05 7.95 96.356 78.2 93.467 56.55
Cajamarca 5.380 5.380 .265 .285 .285 .300
Cusco 425.294 438.05 45.90 45.90 45.90 438.000
Huancavelica 207.50 2.096 205.000 27.442 223.704 224.045
Huánuco 2.94 2.94 2.637 2.637 2.637 .983
Junín 3.400 33.500 34.680 35.440 4.20 36.60
La Libertad 5.780 5.500 6.397 6.98 7.505 7.529
Lambayeque - - - - - -
Lima 28.262 30.73 34.73 34.73 34.73 3.300
Madre de Dios - - - - - -
Moquegua 6.86 77.04 75.89 75.89 75.89 83.042
Pasco 28.757 29.045 29.332 30.555 3.823 32.383
Piura - - - - - -
Puno 1.780.380 1.869.400 1.832.150 1.832.150 1.986.790 1.988.000
Tacna 38.28 33.00 45.600 44.680 40.000 40.830
TOTALES 3.82.373 3.335.835 3.432.557 3.49.632 3.597.90 3.596.753
出所 : CONACS（南米ラクダ科動物国立審議会）　　（2008 年 2 月）
ペルー・シエラ南部プーノ県の社会経済的変化の研究
－ 南米ラクダ科家畜をめぐる諸問題を中心に －















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































人文論集　第 44 巻　第 ・2 号
3　2001 ～ 2006 年、ペルー 18 県のリャマ頭数
DEPARTAMENTO 200 2002 2003 2004 2005 2006
Ancash .566 .560 .550 .548 .500 -
Apurímac 50.5 50.5 5.682 45.682 5.520 57.766 
Arequipa 0.927 0.500 08.350 07.390 5.265 6.940 
Ayacucho 0.908 24.378 28.356 24.47 28.288 9.003 
Cajamarca - - - - - -
Cusco 28.98 225.486 232.250 232.250 232.250 225.000 
Huancavelica 22.990 22.252 23.000 32.220 33.333 34.065 
Huánuco 6.459 6.420 6.43 6.405 6.405 -
Junín 40.400 36.300 35.20 35.0 38.340 36.650 
La Libertad - - - - - -
Lambayeque - - - - - -
Lima 20.693 2.456 2.456 2.456 2.456 23.600 
Madre de Dios - - - - - -
Moquegua 34.976 4.089 40.508 40.508 40.508 36.448 
Pasco 43.32 43.563 43.7 44.48 44.590 45.727 
Piura - - - - - -
Puno 409.630 414.140 418.240 418.240 436.910 435.000 
Tacna 7.34 8.000 2.500 20.750 8.555 8.980 
TOTALES .79.028 .206.259 .232.226 .230.24 .268.920 .249.79
出所 : CONACS（南米ラクダ科動物国立審議会）　　（2008 年 2 月）
